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I . はじめ に

三重大学工学部技術部は200 4 年4 月 に , こ

れまで の 2 系 4 堆から専門分野別の グル ー プ

制に移行した ｡ 情報シス テム グル ー プは
, そ

の 中のひ と つ で ある｡

これまで技術部に所属する技術職員は配属

されて いる研究分野に対して のみ技術支援業

務を行 っ て きたが ､ 移行後は ､ これまで の研

究分野で の 技術支援業務 に加え､ 工学部全体

に対 し技術支援業務を行う こととした｡

グル
ー プ制移行後 8 ケ月間 (2004 年 4 - ll

月) の
, 情報シス テム グル

ー プの主な活動内

容に つ いて報告す る ｡

2 . 什報シス テ ム グル ー プの活動体制及び

活動状況

情報 シス テム グル ー プの提供できる業務内

容は
, ネ ッ トワ

ー クサ ー バ , 機器 ,
P C

, デ ー

タ ベ ー ス等の構築, 運用管理 , 技術相談, 教

育支援で あり , 依頼業務として は年間契約の

ものが多い
. 年間契約で はあるが , 継続 して

依頼を受けて い る業務が多く , 依頼業務 ごと

に担当者を定めて い る ｡ ただし情報共有の観

点か ら､ 各担当者はミ ー

テ ィ ングやグル ー プ

ウ エ アを利用 して作業内容や問題点の 報告を

行い
､ グル

ー プ内で の情報共有を行っ て い る ｡

2 . 1 年間依頼業務

(1) 工学部 メ
ー

ルサ ー バ の運用 , 維持管理
,
メ

ー

ル アカウン トの 管理

サ ー

バ の 運用 ･ 維持管理 , 工学部事務部職

員の メ
ー

ル アカウントの発行, メ
ー リング])

ス トの管理 , ドメイ ン名の管理 を行 っ て い る ｡

今年度は
､
6 月 20 日にサ ー バ のリプレイス を

行っ た｡ 表 -1 は, OS な どの バ ー

ジ ョ ンを比較

したもの です｡

表
-

1 サ ー

バ の OS な ど更新内容

リ プレイス 前 リ プレイス 後

OS T u r b o L i n u x 6 . 5 S e r v e r T u r b oL i n u X 8 S e r V e r

S M T P S e n d m ai 1 8 . 9 P o s tf i X 2 . 1 .

N aJn e d B i n d 8 . I B i n d 9 . 2 . 3

(2) 工学部ホ ー

ム ペ ー

ジおよび同サ ー

バ の運

用 , 維持管理

工 学部ホ ー

ム ペ ー

ジの コ ンテ ンツ追加 ･ 更

新と ､ 同サ ー

バ の 運用 ･ 維持管理 を行 っ た｡

コ ンテ ンツ の更新と して

･ ｢社会人向けリカ レ ント教育｣

･ ｢ 工学研究｣

･ ｢ 博士号授与テ ー マ｣

･ ｢ 公開講座｣

･ ｢ 入試に 関するお問い 合わせ先｣

･ ｢ 教官名｣

の変更を行っ た ｡
コ ンテ ンツ の追加 と して

･ 合格者受験番号速報 (AO 入試合格発表,

10 月 1 5 日 - 22 日)

･ 刊行物 (工学部案内, 8 月 1 日公開)

を行 っ た ｡

現在 , 工学部の ホ ー

ム ペ ー

ジを見直 してお

り , リ ニ ュ
ー

ア ル版の作成 を行 っ て い る ｡
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(3) 技術部ホ ー

ム ペ ー ジおよび同サ ー

バ の運

用 , 維持管理

グル
ー プ制 へ の移行に伴い

､･ グル
ー プ ･ 業

務内容の 紹介､ 業務運用 ･ 管理シス テム ヘ の

リ ンクなど,
コ ンテ ンツ の 更新を行 っ た ｡ ま

た , サ ー バ の運用 ･ 維持管理も行 っ て い る ｡

(4) 就職情報室 P C
･ ネ ッ トワ

ー クの 維持 ･ 管

理

工学部就職情報室内の クライ ア ント P C の

維持管理 , 業務内容は , 以下 に示す｡

･ 新 規 ク ラ イ ア ン ト P C (2 台) の 追 蜘

(Wi nd o w s 英語版､
M a ci n t o sh)

･ 既設クライ ア ント PC (8 台) の OS を更新

(Wi nd o w s NT 4 . 0 W o rk s t a t i o n か ら

yi n d o w s XP P r o .
ヘ ア ッ プグ レ

ー ド) お よ

びメモリの 追加

･ セ キ ュ リ テ ィ ア ナ ウ ン ス へ の 対 応

(Wi nd o w s U p d at e など)

(5) 工学部管理棟内の PC ･ ネ ッ トワ
ー クの 維

持 ･ 管理 ･ 技術支援

事務部から要請の あっ た主な技術支援業務

を以下に示す ｡

･ P C の 不具合 へ の 対応 (3 件)

･ 工 学部ホ ー ム ペ ー ジ に関す る技術相談 (3

件)

･ 共用部分のネ ッ トワ
ー クに関す る問い合わ

せ (3 件)

･ ペ ー パ ー

レス化を図るため , 配布資料など

の文書管理システ ム を導入するための 技術的

な相談

(6) 総合情報処理セ ンタ ー か ら の セ キ ュ リテ

ィ アナウンス対応, 技術支援

セ キ ュ リテ ィ アナウンス に対 し, 情報収集 ,

状況 に応じて現場にて調査 ･ 処置など行 っ た

技術支援業務を以下に示す ｡

･ セ キ ュ リテ ィ アナウンスよ る情報収集 (15

件) の うち, 調査 ･ 処置(6 件)

･ コ ンピ ュ
ー タウィ ルス感染な どにより学内

ネ ッ トワ
ー クより切り離された PC の 調査依

頼 へ の 対応(2 件)

･ コ ンピ ュ
ー タウィ ルス に感染した PC の復旧

作業(3 件)

(7) 技術部業務運用 ･ 管理 シス テ ム の構築, 運

用
, 維持管理

技術部 へ の依頼業務が v eb 上 にて 円滑 に行

える シス テム を構築し､ 現在運用 に至 っ て い

る ｡ また､ 同サ ー バ の 維持管理 も行 っ て い る ｡

(8) 工学部ネ ッ トワ ー ク接続申請 ･ 登録の構築,

シス テム の運用 ･ 維持管理, 登録申請受付

コ ン ピ ュ
ー タウィ ル ス感染等 によりネ ッ ト

ワ
ー クに障害が発生 した場合の迅速な対応 を

図るため , W e b にて学内ネ ッ トワ
ー ク に接続

して い る工学部内P C の 情報(IP ア ドレス ･ 設

置場所 ･ 管理者など) を閲覧 ･ 登録で きるシス

テム を構築した｡ そ こで Y eb を用 いてそれ ら

の 情報を閲覧 ･ 登録で きるシス テム を構築し

た｡ また ､ 同サ ー

バの運用 ･ 維持管理も行っ

て い る ｡

(9) 技術部グル ー プウ エ アサ ー バ運用 ･ 維持管

哩

技術部内及びグル ー プ間の情報共有に使用

する グル
ー プウ エ アサ ー バ の運用 ･ 維持管理

を行 っ て い る ｡

依頼業務(1) (2) (3) (7) (8) (9) の業務はサ ー

バ の運用 ･ 維持管理が含まれており ( 義 一 2

参照) , 定常的な業務を以下 に示す ｡

･ セ キ ュ リテ ィ ホ ー ル ヘ の 対応(2 5 件)

･

ロ グ等に よる監視

･ デ ー タ, ロ グの バ ッ クア ッ プ

義
一

2 は情報機器 ごと の主な業務内容を示す ｡
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義
- 2 情報機器 ごとの 主な業務内容

主な対象機器 主な業務内容

工 学部 Y e b サ ー バ サ ー バ の 運用 . 維持管理 工 学部ホ
ー ム ペ

ー ジ コ ンテ ン ツの 運用 . 管理

工 学部 N a m e ､ M ai 1 サ ー バ サ ー バ の 運用 .

維持管理 メ ー ル アカウン トの 発行
. ⅠP ア ド レス の 登録

技術部 Y e b サ ー バ サ
ー バ の 運用 .

維持管理 技術部ホ ー ム ペ ー ジ コ ンテ ンツ の 運用 . 管理

工 学部事務部情報機器 ヘ ル プデス ク (PC , プリ ンタ等の セ ッ トア ッ プ, ウイ ル ス 対策､ 相談な ど)

就職情報室 ク ライ ア ン トPC ク ライ ア ン トP C の 運用 . 維持管理

業務運用
.

管理 シス テ ム サ ー バ サ ー バ の 運用
.

維持管理 業務運用
.

管理 シス テ ム の 運用 . 管理

ネ ッ トワ ー ク接続申請
サ ー バ の 運用 .

維持管理
ネ ッ トワ ー ク接続申請

.

･ 登録 シス テ ム サ ー バ 登録 シス テ ム の 運用
.

管理

技術部グル ー プウ エ ア サ ー バ サ
ー バ の 運用 . 維持管理 技術部グル ー プウ エ ア の 運用 . 管理

2 . 2 個別依頼業務

三重大学創造 開発研究セ ンタ ー

､
｢第 3 回

Mi p 特許塾｣ へ の 技術支援

業務内容: 三 重大学創造開発研究セ ンタ ー よ

り ｢ 第 3 回 Mi p 特許塾｣ を工学部にて開講す

る ｡ 講義で は Y eb 検索を行うの で ､ その ため

の 会場準備やネ ッ トワ
ー ク接続に つ い て の 協

力をして ほしい との連絡を受けた｡ そのため ､

会場 の決定及びネ ッ トワ
ー

ク接続方法などの

事前の 打ち合わせ と前日の会場設営及び当日

の トラブル対応 を行 っ た｡ 問い合わせから開

講当日までの流れは以下の とおりで ある｡

(1) 問 い合わせ

9 月 17 日 機械工学科丸山先生より ､ 工 学

部で行われる第 3 回 Mi p 特許塾において ､ 参

加者が コ ン ピ ュ
ー タを持参し Y eb 検索を行う

ので ､ そ のための会場準備 ､ ネ ッ トワ
ー ク接

続 に つ い て の協力をして ほ しい と いう内容の

連絡を受けた｡

(2) 第2 回Mi p 特許塾の見学

9月24 日( 金) 医学部看護学科棟で行われた､

第 2 回Mi p 特許塾の講義の見学をした｡

(3) 知的財産統括室 と の打ち合わせ

1 0 月 6 日 ( 水) 16 :20 - 1 7 :00 , 工 学部中会

議室 にて , 飯野 , 狩野 , 平野 ( 三重大学知財

統括室) , 丸山 ( 機械工学科) , 梅田 , 中村, 新

美, 平山 ( 情報シス テ ムグル ー プ) で ､ 知財

統括室 の方よ り､ 講座の 紹介を受け､ 工学部

で はどの ように会場設営 を行うかを検討した｡

その後, 会場となる多目的会議室 を見学した ｡

(4) 計画案な ど作成

ネ ッ トワ
ー クを利用するに あたり, 会場設

営に関す る以下の検討を行 っ た ｡

1 . 受講者の コ ンピ ュ
ー タの接続方法

2 . IP ア ドレス の割り振りに つ い て

3 . コ ンピ ュ
ー タウィ ルス などセキ ュ リ

テ ィ 対策

4 . ネ ッ トワ
ー ク接続には認証が必要な

ため , 受講者 へ の アナウンス方法

検討の結果 ,
1 . 有線と無線 の両方から接

続できる ようにす る ｡ 2 . DHCP を用い て IP

ア ドレス を配布す る ｡ 3 . 受講者に Wi nd o w s

U pd et e
･ ア ンチウイ ルス ソフ ト導入の案内を

行う｡ 4 . 受講者各自で 認証用 I D とパ ス ワ
ー

ドの確認 を行うように案内を行う ｡ 以上 の こ

とをふ まえて , 計画書を作成 し, ネ ッ トワ
ー

ク管理などの 関係者に 問い合わせ等 を行 っ た｡

(5) 会場設営
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第3 回 Mi p 特許塾は, 講義は 2 日間で はあ

るが , 2 日目は1 日目から 一

週間後に行われ

るため, 両日とも設営作業を前日に行っ た｡

(6) 開講当日

1 日目 (1 0 月 28 日 ( 木)) は､ 持参した コ

ンピ ュ
ー タの ネ ッ トワ

ー ク接続設定変更な ど

に対応した. W eb 検索の実習もトラブルもな

く終了した｡

2 日目 (11 月 4 日 ( 木)) は ､
W eb 検索の 実

習は行われなか っ た｡ しか し , 講義で はコ ン

ピ ュ
ー タを使用 したの で設営を行っ たが , ト

ラブル もなく終了した｡

2 . 3 W eb アプリケ ー

シ ョ ンの 開発

p HP およ びP o s t g r eSQL を利用 したアプリケ -

シ ョ ン の 開発

･ 技術部業務運用 ･ 管理 シス テム

4 月 より新たな業務の 受付

･ ネ ッ トワ
ー

ク接続申請 ･ 登録シス テム

2 .
4 0J T を用いた技術の 習得

･ サ -

バ の構築 ･ 管理運用 に関する研修

こ の 研修の 受講者は, 梅田, 講師と して ､

新美 ･ 中村 ･ 平山が協力 した ､ 期間は平成 1

6 年 7 月 1 日 一 平成 1 7 年3 月 3 1 日まで と

し ､ サ ー バ の構築 ･ 管理運用 に関する技術の

習得を目的とする ｡ 研修内容 として は ､ 実際

に W eb サ ー バ構築を行 っ た ｡ 研修内容の詳細

は以下の通 りである ｡

A) ハ
ー ドウ ェ ア の 組み立て

B) O S (T u rb oL i n u x 8 S e r v e r) , ア プリ

ケ ー

シ ョ ン (h t t p d : a p a ch e 1 . 3 . 3)

のイ ンス ト ー

ル

c) シス テム設定フ ァ イル の作成変更

D) W eb コ ンテ ンツ の 更新作業

等を行 っ た｡

2 .
5 技術講習会の開催

･ w eb デザイ ン
･ コ ンテ ンツ製作管理

情報発信ツ
ー ルで あるホ ー

ム ペ ー ジの制作

から公開まで に つ い て学習する ｡ そ のために

必要な W eb の仕組み に つ い て も学習す る｡ 講

義に つ い ては , 講師を梅田 と し
, 内容は , PC

の 基礎知識イ ンタ ー ネ ッ トの仕組み ､
W eb 公

開まで の サ ー バ構築の 概要 の講義とし, 実習

は ､ ホ ー

ム ペ ー ジ作成ツ
ー ルを使用 して ､ ホ

ー ム ペ ー ジ作成, 工学部 肝 リ ニ ュ
ー アル版の

概要 と コ ンテ ンツ変更 を行う ｡

2 . 6 活動報告

活動報告と して今年の 技術発表会にて 以下

の 3 件 を報告した ｡ また, 大阪大学で行われ

る平成 16 年度 大阪大学総合技術研究会に も

報告予定で ある ｡

三重大学技術発表会

･ 情報システム グル
ー プ活動報告 20 04

･ ネ ッ トワ
ー ク接続申請 ･ 登録 システ ム の開

発

･ 業務運用 ･ 管理 システ ム の開発 と運用

大阪大学技術研究会

･ 業務運用 ･ 管理 シス テ ム の 開発 と運用

3 . 今後の予定

グル ー プ内の技術 の 向上 ･ 同 一 化の ため ,

O JT
,

ミ ー

テ ィ ングなどで ､ 技術の 学習会を継

続し ､ 開発中も含め Y eb アプリケ ー

シ ョ ンの

プロ グラム ､ 開発 ･ 改良をすすめる ｡

また, 障害発生時の迅速な対応をために ,

バ ッ ク ア ッ プ機の 製作 と復旧訓練を予定 して

い る ｡
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